




















































































































































































































































家畜種類 ニアリ州 レ．．クム州 ブエ．ンザ州 プール州 プラトー州 キューヴェ州 サンが州
牛． 0．04 0．00 0．26． ．0．17 0．00、 0．00 0．00
羊 ．0．エ2． ．0．04 ．0．09 0．05 0．01 0．02 0．20
山羊 0．04 0．29 0．09 0．08． 0．20 ．0．24 ．0．18
．豚 0．02 0．00 0．04 0．00 0．00． 0．OO
免 0．00 0．01 0．00 0．01 0．00 0．02r 0．00













































































































































































































































































































































































































































































































































































































　●　　　　　　一　．　　　O 　 　 ．1DO　　 ． 20σ㎞
i　各市場向け主要出荷地域
　　　　　び
川．駅別キャッサバ出荷量（イモ重量換算）．
タコンボ市脳司け
　　踊地
ヌアり
き
出酉量【トン⊃
．サンが醜
キ鼻回ヴェサト州
雛
リワアラ州
　　　　　彪
　　．プラトー州
P》月Kンフ‘ル圃場向けコミ7ション市岨向け．
㎜
1脚
1ρoo
㎜
o
且煎・…醐・
■噛・
　　．「L
ポワント・
ノワ曽ル
出荷地　　　　　　　出荷地
．ノ
　　：そ剛也ジ雫ンバラ県一躍L牛　噸且・
ジ焼バラ腰．
　　　　　　　　li：「．＝．痴、フ、二
　　　　　　　　　駕＝且
　　　　　　　　　モカバO　一。ガ覗　　留跨：置
　　　　　マ7アンバ。」＝L．
　　　　　キンポコ■皿　　　　　費デ7．ク0　4蔦
　　　　モセンギコ　な　　　　．1聖．ドウ’二’5，．ガ．．ワ
　　　ウン知レ　6　」＝L
　　　　　コ　へ　　。‘ンガ。＿カバ1エコ＿ル
　　　　　マfピリンコマ．矛エチこ県
レシア　　一隔臨
駐
、
fの聰
駅も
・1．ポワント’．
曙・Fツク　　　　　．軋5．ヰンケン群
βルデ｛マ　　　　蔚ミセドOリ
・畢マデfンゲ．　　　1巳．ミサフ
「5ツアンサ　　　．耀iマジア
　　　　　脇キプエンデ
7．キンベディ
　　　　　　　　・2．．鞭．・愚㌔5・61，1ざ‘5．罰ト　．鹿．磁
　　　　　　　．駅名　　　…　　．　　　　　　　　．ブラザヴfル
注；PV駅向けは1993年3～12月、PKンフィル駅向けは93年3月～U月。
　　　　エニし　　　　　　　イ　ル6・蜘．㎡謂　 ’i軸・
　　D　．…　　　　　　　　50　　　．　　　　　Ioq㎞
V　コミッション市場への県別キャッ．サバ
　出荷量（1993年4月～94年3月）．
年…
．ブエンザ粥；　　桝4‘1
　学．ムヨンジ．
　　　．、ンド
珍　．
ブー，咽
ン粛
　キジ
ホゴ　　也・イモ朗脳㈹トン1
　O　　　．聞　　　．100　　1聞㎞
．悉
　ンコマ」チ　チェけチ｝
　θ　o．
　　ブラザヴ仙ラ
出所．筆者調査による。．
．躍
歪｝．
u．．
．津
識．
謙　　．
．＾一胴　　　　一　．＿ 薄＿＿一詫万＿．一一，海…壁邑強．瓢寒輔．＿己・輌・悩・‘蝿田編ヨ．．．．
｝　
／ii…
il
｝！
ll．
／／：2
11
　ミい　
／－
／
樫
1
、i／
1…1
ii．
［i
　ll．ト
／iilI　i．
／評
ド　ミ
．．ii……1；’
　「
…．…i；…1：
．1・
撒
ll
》
　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　JCAS連携研究成果報告1
　．も小さいδ農民が自分の畑でとれたキャ．ッサバの加工品をブラザヴィルまで直接販売
に行割合も、このカテゴリーに含まれる肥えてよし・・そして第4に・キ・・サバ
製品の買い付け師わず・トラ・クによる運輸業に特化穿る者である・プール少卜膿
村でキやサバ製品を買い付けるトラ・クは・｝まとんどの場合附着のみをそ子い・ド
　ラック所有者がキャッサバ製品を直接買い付けることは少ない29｝。
．｝　．ト．ラックを実際に運転して農村に向かうのは、第．1、．第2、第4のタイプの商入で
　あるが、いずれの場合も特徴的なのは、商人ごとに「なわばり」のようなものが存在
　し、特定の商人は特定の農村地域に出入りするζとである30）。とりわけ取扱高におい　、
．璽要な第ユ・．．第4鋤テブ唄ホζの即蝉く・．趨的．（特卸曜月鯛．聯．
卸農村を訪れる課村恥．ら見れ｝ま鑓？畑に決ま・々トラ．7クがや・てくる
　わけであり、その日にあわせて市場向けのキャッサバ製品を用意すればよい。都市と
　．農村と．を結ぶトラックの往来はそれほど多くはな匝が．．訪問日を特定することで不確
難を砂させ・蹄を欄的熔易仁・しているのである・1こうしたトラ・ク流通φ．
　ネットワークは、ブラザヴィルの巨大な食糧需要忙対応する形でコ．ンブ農村に広く張．
　りめ．ぐらされ、，食糧作物の商品化を急速に進展させている。
　　次に、之の状況を農村の側から見てみよう。筆者が調査したB村は、ブラザヴィル
から北晦・・㎞9マテ．（磁・・シ！．≒呼ばれる地域に位置する』々チは現在・ブラザヴィ．
ル剛キ・．・サ・畢品踊地やして重要な役割を担・ている・ブ・ザヴ・ル・こはト
．・胃クによ・て艶物軸荷され・・つの炉な卸姉郷あるが・そのうち・．1．つ
．℃ある耳．ミッション市場において、マチから■出荷されるキャッサバ製品は総出荷量の
　17％に及び、フ．7に限れば50％に達する。
　　マチにおいてキャ．ッサバ生産が始まったのはわずか20年あまり前のことに過ぎない。
　こめ地域には璋年までほ．とんど居住者がヒ、なかったが・一ここ20年程度の問ドブラザ
　ヴィル居住者の移住が進み、彼らが隣国コンゴ民主共和国（ザイール）3’）からの出稼
ぎを麟労即とPて利用するこμrゆキ・・サバ日脚隠せたりである・マ
チには・多くのザイール人出稼ぎ卸抱える村蝋在する柵騨⑳中でも・と
も大き鮒の一つである・1993年10月当時の人口347人のう『ち約3分の2カ§ザイール．．
ρ人で、彼らの多くが短期の出稼ぎ労働者である。土地利用権を持つ者たち（ほとんど
　　¢9）詳しくは、武内進一（ユ998）・を参照のこと。
　　30）第3のカテゴリーの商人も、特定のトラックに乗って決まった村に行き、ぐこでキャッサ
　　　バ製品を問い付けることが一般的である。
31ﾚ1三三饗騨繍を㌫翻諄三七野騨た．た
118
’
欝舅　議㌧
　　醗・～〔孤・
　武内　　コンゴの農村開発
・がコンゴ人）はこれらザイール人出　　第3表：ブラザヴィルの人口推移と都市面積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人口　　　都市面積　稼ぎ労働者を雇用し、市場向けの　　　　　年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）　　　　（ha）．
　キャッサバを生産している。キヤヅ　　　　1901　　4，250
・バの流通形態に・先述・た…．　器翻，
・シクワング・フフ・ピケデイの3つが．　illl器1
　あ．るが、マチでは市場に出荷される．　　　1950　　76，000　　1，800
商品形態とし・．はフワ鱗…’　llll　l翻器
サバ）のみが選択されている諺｝。　　　　　1960．　99；000
・チ・多似が入臥やや．．．　飛駅811．．
サバ生産に従事するようになった背　　　　19盟　　299，000　　6，500
景に・・．．・・ザ・・ルの加増大・．器1灘堺
・ラ・クによ鞭網・蝉・う．　｝1器ll；：lll
　要因があるqブラザヴィルの人口推　　　　　　　　　　　　　　　　　　出所二1g84年までは、　A．　Guichaoua，　Dθ5f幡鰐∫＆～！∫θf
、． ﾚを第3表に示すd独立場降に急速　　　ρ・駒螂α8r伽εε’！四四8cθπf剛畠丁・肥2’加・人・雛・て・…がわか・．膿錨鵜讐麟臨
　これにより都市若年層の失業問題が　．　、　ユ998年は・R6ρ・bllque　P・かula」re　du　C・ng・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ministらre．　du．Pian　et　de　rEcgnomie，　Centre．
．深刻化し、政府がその対応策の幽ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nadonai　・de　’la　　S籔t量s亡ique　　e亡　．¢es．・E亡ロdes
　として農村への入植計薗を打ち出し、　　Egonomiques・A”πF伽3fα「ξ吻昭エ988・P’ア’
たこどは先述したとおり．である蹴。他方｛都市人口の急増は都市に拓ける食糧需要を
繍・琳させた・これは濃四丁1三見斌曄物姉雛会が大きく広カミ・た・
ことを意味する。ブラザヴィル住民の主食であるキャッサバはこの地域の伝統的な食
程であ駄農民にと9でその生産拡大は一己的に困離ではを炉つた。．さ臼に・．．先｝『述「
べたトラッ”流通網の整備が販売面のボトルネックを解消し々6調査当時13村には、．．
毎週宋曜と金曜に確実にブラザヴィ）ヒから．トラッタがやつ．てきて、農産物の零売が可．
能．に憎ていた鋤・・の村に母も早嚇期に催した村人！・蜘ま・彼がマチに入植．
した当初（1970年代末）、ブラザヴィルからトラックがやって来るゐ慮月に1回程度
32）、シクワングは自給用に作られているだけである。シクワング生産には大量の水と女性の熟
　練技術が必要だからである。マチは台地にあり、大量の水を得ることが難しい。生産に水を．
　．必要とせず、またその作業工程も単純なフフは出稼ぎ者（単純労働力）を利用するのに適レ
　　ている。また、フフはビ．ケディよりは付加価値が高いという長所も持つ。
33）農村への入植計画がことごとく失敗したことは第1節で述べたとおりである6マチに対し噛
　　ては都市住民の入植が進んだわけであるが、．筆者の聞き取りによれば、B村ぺの入植に際し
　　て政府による計画を考慮してやってきた者は一人としていなかった。全員が、ゴ入植は自分の
　意志ぞ決めたと回答した。
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JCAS連携研究成果報告1
セあったという。入植者数の増大、すなわちキャッサバ生産量の増大に平行し．て、マ
チ．ﾉやってくる与ラヅク（？激も増えたのである。マチには70年代までほとんど住民が
いなかったから、土地は豊富であり、ザイール人出稼ぎ労働者を利用した粗放的農法
によってキャッサバ生産の急速な生産が可能になった35｝。
　さて、このように傘糧作物の商品化が進展するなかで、伝統的三会秩序あ中核を成
す土地制度は何らかの変化脅被ったであろうか。．結論を言えば、み植者増大と農業生
産の拡大ζいう外的琴｛ヒに土地制騨柔軟に対応した眠その根幹紛嘆イヒはな
カ｝つた。マチに入植し．たのは部族で言えばバラリ（Balari）の人々が中心であり、バ
．ラリの伝緯的土地制度は基本的に先述したメンディのそれと．同．じであ多．。．すなわち、．
りネッジのチーフなどが土地の分配権を有し、土地は村やりネッジの範囲内で配分さ
れる。B村は移住者によって構成きれており、リネッジが村あ明確な構成単位となっ
て》・ないために、リネッジチーフと言うよりも村に最初た入植したいわゆる「草分け」
が村長の座についている。ただし、彼が原貝舶勺に村の土地の配分権を持つこと、土地
の配分を受けるには村落共同体の成員であると認知されねばならないこ．と、土地を配
分された村人は作付けに関する指示は受けないものの、土地を自由に処分はで．きない．
こと等、．・いわゆる伝統的土地制度の基本的性格を有している。
　B村の土地制度にお）｝て特徴的な．の信土地保有を認められている社会的範囲が広い
こ≒．である。．一般にアフリカ社会では、共同体の成員外に土地が与えうれることはな
いと言われている。しかしB村でぽ、バラリ以外のコンゴ人はも．とより、」部のザ
．イール出身者も土地保有を認められ、やはり出稼ぎ労働者を利用．してキャヅサバ生産
に従事してい．る．。この事実ほどのように解釈すべぎだろうか。筆者は、確かにB村
における土地分配対象者の範瞬設定は柔軟であるが、それはやは．りバラ．リ．の伝統的土1
地制度の論理の枠内にあるど考え．る。例えば1．．．土地配分の責任者である村長にバ．ヲ
リ以外の部族のコンゴ木が羅ばれる可能轡ま考えに．くく、またザイール人が得た土地
保有権はコンゴ人のそれに比べて明らかに脆弱である。土地配分対象範疇の柔軟性は
あくまでも土地余剰下における対応であって、．状況次第でこの範躊’も順化するあ〕。す
　34）このトラ．ッ．クは輸送専門であり、トラックの所有者．がフフを買い付けることはない。しか
　　し、トラ1ックには決まった小規模商人が乗り込んでいて村でフフを買い付けるし等農民がこ
　・れに乗って自分でフフをブラザヴィルまで販売に行くこともできる。
　35）ザイ戸ル人出稼ぎ労働者は、その賃金水準がコンゴ人に比べて低レ・という特徴がある。こ
　　れは両国の通貨の差異による。コンゴの通貨CFAフランがフランスフ：ランとリンクしてお
　　り、その価値が相対的に安定しているのに対して、独自通貨（ザイール）を持つザイールは、
　　近年の混乱もあってその価値が下落の一途を辿っている。そのためザイール人の問でCFA
　　フランに対する需要は木さく、ザイールとの国境に近いマチに！ま多くの短期出稼ぎがやって
　　くる。
耳20
　
武内　　コンゴの農村開発　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　．
・なわち・綿体の中枢細が土地四通を担うとい悔統的土地制度の根幹1ま変化レて
いない。
　伝統的土地制度変容のメルクマールとしてしばしば土地売買の有無が議論．される。
いわ磯伝微跨では土地は跣の所有物あり・それ緯嘩・と黒本的に
あり得ないから、土地の売買が頻繁に生じていれば伝統的土地制度に重要な変容が生
じていると推測できる。B村での調査では、土地売買の経験を持つ村人が数名いた。
しかしこれをもって、伝統的土地制度が崩壊したと結論づけることは早計に過ぎるだ
ろう。なぜをら＼取り引きの相手は向じ村人であり．、また地価はそこに爺培されてい．
．．^作駒．（多q好やサバ）．．ρ三三三差妙雌飾る．ζζ項〕三都．ζ
れは土地め取り引きという．よりも農作物の取り引きと見なすべきだかちである．。この
地域では・脚による粗放的膿法力§行われて籾・．．近年の急速なキ・・サバ生一
二犬も単収増ではなく耕地の外延的拡大によるものであった。こうした特定の地片へ
の労鰍下水準が低い状況では濃産物蛯量嘩大が地下昇・結び？かず・土地
が投資の対象となる誘因も乏しいζ考えられる。
本節瑚らかにな・たゴ・ゴに捌碓村社会嘩質をまとめれば・．都市人・の急〕
速な増加と流通網の整備を誘肉とする農産物の商号化は急速に進んではいるが、農産
物生産拡大は撒膿法に依拠した耕地の外延的拡大によるも9であり’ド・そのため．
伝統的社会関係の根幹を成す土地制度に基本的な変化はない、という蔦とになる。こ
のようにコンゴにおける農村変容は準行的に進展しており、農民も市場機会に敏感に
反応する側面と伝統的土地制度に規定される側面とを同時に持つのである。
結びにかえて．
公民奉仕活動や・賑の事例が示すよ誓，コンゴの剛胆はもと．も濃即こ文寸
する政策’と言うより都市の若年失業者に対する政策として開始された。これらの政策
．36）近年B村で1ま、移住者の増大にともなって、相対的に土地不足状態が出現しつつある。
　そうした状況下、かつて土地保有を認められたザイール人たちへめ社会的圧力が高まつ．てい
　る。その一つの動きは、ザイール人に対する地代請求である。B村の中心はバラリであるが、「
　この村が位置する地域はもともと部族で言えばバテケ（Ba嫁e）の土地であった。そのため、
　初期の入植者はバテケの「地主」に対して地代を支払っていた。これはその当時村にあった
　GPを単位として支払われ、2つのGPがそれぞれ1万5，000フランと1万1，000フランを負．
　恥したが、数年後に彼らは支払いを拒否し、それ以降は何も支払っていない。．ごく最近になつ、
　．て、村長らはこの事実を持ち出してザイール．人に対．し自分たちに2万6，000フランの地代を
　支払うよう要求し始めた。また、以前は認められた土地保有を認められなくなったザイール
講黛撫三三在化してくると・村落共同体の周回鱒への権利を．
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　　　はそもそも農村祉会への関心を欠い．たまま立案され、所期の目的をほと．んど達成する
』’@　ζとができなかった。一方、小農を主たる政策対象として立案されたPDRの執行に
　　　あたり問題となっためは、流通制度の不備と伝統的社会秩序の樫桔という問題であっ
　　　た。農産物の販売に関しては経済合理的選択を行い、．土地制度については従来の枠組
　　　みに従うというプール州の農民と農村社会をいかに理解すべきであろうか。また、そ
　　　のような社会における農村開癸に際して何を考慮すべきなのだろうか。最後にとの点
　　　について考えてみたい。　　　　　　　1　　　　　　　　』
　　　　PDRの経験や筆者め調査が明らかにしているように、プール州の農村社会には土
　　　地制度に代表される共同体原理が強固に存在している。共同体そのものは血縁や地縁
　　　により編成されるが、』．それが土地すなわち生産手段の分配に強い決寧権を持ち、した
　　　がって農村社会における意思決定に影響を及ぼす。リネッジや村落のチーフは、，土地
　　　珊・類的な影回を行使する・すなわち生軒段の頒を統制すること1・よって・
　　　．農村社会にお．ける権力を担うことになる。　　．　　　　・　　　　　．　　・
　　　　．．こうした共同体原理り卓越を可能としているのは、相対的な土地余剰状態と生存維
　　　持経済の存在である371。第1節で述べたように、．ニンゴの農村における人口密度な低
　　　く、土地は相対的な余剰状態にある。仮に村落の周りの‡地は不足して煽ても．、．巨視
　　　的に見れば村落そのものを移動する余地が十分に存在するのである。B村が形成、拡
　　　大・て・呼過程はまさにそ・事実を立証・て蒔こうし鰍況では撒白勺農法に，
　　　依存する馳が強く（あるいは坤の靹噸嘘用へのイ・セ・ティヴ砂なく）・土
　　　地の醍！ヒ牲．じにくい・さらに主たる華物であるキヤ・サバは・改採種も導入
　　　曾爾らず敵産に際し哩料膿漏など投入財の利用はほとんど必要ない・畢．
　　　食糧皆牲即ためめ紅鱒雌村翁で車馬に聯可鱗の飾るρレたがって・．
　’　農村社会は基本的な部黛で外部経済に催存することな．く再生産でき、こ．れが共同体原
　　　理が機能するうえでの経済的基盤を成しているb　、
　　　　こうした共同体原運や生存維持軽済の存在のう叙「、コンゴ農村（特にプール州）
　　　では心落物の商早化炉急速に進展している。特に基礎食糧であるキャ．ッサバρ市場向
　　　唯獣ブザヴ・ルの畑増木1耳対応して騨に拡大しでいる・この事実は濃
　　　民個人の行動としては市場機会に厚播期つ合理的に対応することを意味していや。こ、
　　　れ1チよ・て夕なからぬ現金膿村へ輪坐レて即糊在までのとrろ・離物の商
　　　　37）こ．こで生存維持経済とは、一定地域内で基本的な再生産が可能であるような経済構造を指
　　　　　す。村落レベルのアウタ～レキ」｝まどの厳密な自給自足でなくとも、一定地域内の交易を通じ
　　　　　環鍵無響瀦霧白藩鴛およびぞ嘩に必要な投入財を外部に依存し
　　　122’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂
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品化は鐸村に顕著な階層分化を引き起ζしたり、生存維持経済を蚕食する方向には作
用していない。その大きな理由は、農産物の販売によって流入した資金が農業部門に
再投資されず、個人的な消費に利用されたり、都市サービス部門に投資されているか
らであろう路）。
　コンゴの農民の行動は、農産物の取り引きに関する限り経済合理的なものである。
しかし、．それは市場で取．閨D引きされる商品をめぐる行動に関．してであって、土地を始
あ商品化されていない資源は多く、それらに関しては共同体原理に基づく行動規範の、
規制グ強ζ働いている。共同体原理とは、単純化して言えば～個木g）突出した冨裕化
を許さないという意味での平等原理であるから、現在のコンゴ農村社会には個人レベ
ルの経済合理性と集団としての幸等原理とが同居していると言える39，。
　最後に、．農村開発との関連について言えば、上記の農村社会の特質から、農村開発
に関する2つの常識的な結論が導けるだろう．。第1に、経済合理性を欠く農村開発政
策は失敗するであろうとセ・う≧とであ．る。農民は技術面、制度面の条件が整えば、．市
場機会に迅速に反応する。PDRにおいて農民が疏菜を避．けてピケディ生産にシフト
したことは当然の結果であった。、第2．に、既存の社会秩序に急灘な変革を迫る農村闘
発もまた失敗するであろ、うと．いうことであるp．土地分配が共同体原理．に従っ．て行われ、
それが権力構造の中核を成すとすれば、それに対する侵害は村落内権力層から強い抵
抗を受けることになる。　．　　．　　　．　　　　　．
’本稿では、農村開発への社会の対応を手がかりとして、コ1・ゴのプ7ル州農村社会
の特質を抽象化し、．より一般的な枠組みに位置づけて理解しぶうと試みた。農村開発
が一つ（ρ実践である以上、その成勢の条件は実践の場ご≒に異なると言えるかも知れ
偽．し捗腺繊曜会経済蘭質をあ碓脚部ヒ瀕細して識するこ
．とは、そうした成功の条件を模索するうえで必要不可欠の作業だと考える6．
38）例えばB村’さは、フフの販売によって得た資金は、建築資材（トタン、セメント、木材）
　の購入にあてられたり、ブラザヴィル市内で経営するバーの運転資金に利用されていた。都
　市サービス部門での事業と農村部のキャッサバ販売がリン・クして富農が誕生し、土地を集積
　するごとも論理的．にはあり得るのだろうが、B村’で見る限りそうした事態は隼じていない。
　ただ・し、B村の近くには、トラック所有者が運輸業によって稼いだ資金によって大規模な土
　地を囲い込み、トラクターを導入し、ザイール人出稼ぎ労働者を雇用してキャッサバ生産を
　展開しているところがある。土地集積は農村内階層分解に．よってではなく、農業部門外で獲
　得した資金投入にタって生・じている。
39＞これら2つの相異なる論理の存在によつで生まれる軋礫を処理し、集団としての共同体原
　理を維持する機能を果たしているのが呪術である。本稿ではこの点について触れる余裕がな
　いが、コン．ゴ農村社会における呪術の役割を論じたD画eux（19＄7＞，．．5～7章を参照された・
　い。近年ではアフリカにおける呪術の政治経済的役割を論じたGeschiere　q995）（工997）が注
　目を集めるなど、この問題への関心が高まっている。
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